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部 結果 名　　　号 出品者（地区）

1部
1等3席 リーガル バツカイ ダイアモンド 松田　浩二（白糠）
2等1席 ロツクスター テイムキヤンピー 安藤　　功（幌呂）
2等4席 KWF ダミオン ベルリン ㈱敬和ファーム（音別）

2部
2等1席 フユーチヤーツリー カツト シエード 対木　隆司（白糠）
2等3席 ラブハイド マーク ロツキー 照井　　優（白糠）

3部 1等1席 ウツズスター ゲツケイ フアースト カツト 林　　稔幸（白糠）

4部
1等1席 パインヘイブン ジヨセフイン ギブソン アール 松井　俊治（幌呂）
2等1席 オラホーム アンコール ロイ マナー 安藤　　功（幌呂）

5部
1等1席 サージエント ペパーズ オーク アリス （農）高橋農場（鶴居）
2等1席 ジヨハナ FBI ロアンナ （農）清和農場（鶴居）
2等2席 ローヤル リツキー ロー ㈲菱沼ファーム（鶴居）

6部
1等1席 サージエント グラデール ビツグ ヒツポ （農）高橋農場（鶴居）
2等1席 アワープライド ダンデイー ワイズ 植田　紘史（幌呂）

7部
2等1席 パインヘイブン マタドーア ブロツク キヤロル 松井　俊治（幌呂）
3等1席 ネリシー デニセス デル バレツト 清水　忠志（鶴居）

8部 2等2席 フユーチヤーツリー ダーハム セプテンバー 対木　隆司（白糠）

9部
1等1席BU レデイ イグナイ ダンデイ （農）清和農場（鶴居）
2等2席 OP コピアシス ブリツツ マリナ 植田　紘史（幌呂）

10部 1等1席BU エメラルド ローリン コースト ジエスロ 松田　浩二（白糠）

11部
1等1席BU ミステイー ストーマテイツク ライル 佐藤　一哉（音別）
2等1席 アワープライド ジエスロ ラリー 植田　紘史（幌呂）

部 結果 名　　　号 出品者（地区）
11部 2等2席BP クレセントシード DH エレクトラ ET 芳沢　顕一（白糠）
12部 1等2席 TMF ダーハム アン センビユー ㈱敬和ファーム（音別）

13部
2等1席 ウツズスター エンペラー レオポン 林　稔幸（白糠）
2等2席BP マキシム レイブ ミツクス 伊深　洋平（白糠）

14部 1等1席BU・BP ヒンペル イグニター ㈱敬和ファーム（音別）

15部

2等賞
OP エムビービー S ラブリー

植田　紘史（幌呂）OP コピアシス ブリツツ マリナ
アワープライド ジエスロ ラリー 

3等賞
TMF ダーハム アン センビユー

㈱敬和ファーム（音別）ヒンペル タム シド
ヒンペル イグニター

牛群審査優秀農家表彰式  受賞者
賞 受　　　　賞　　　　者 対象牛（頭）

優  秀  賞 井　上　　元　嗣　（　鶴　居　） 2
優  秀  賞 植　田　　紘　史　（　幌　呂　） 5
優  秀  賞 （農）清　和　農　場（　鶴　居　） 1
優  秀  賞 増　田　　慶　一　（　鶴　居　） 1
優  秀  賞 松　井　　俊　治　（　幌　呂　） 1
優  秀  賞 松　　下　　　勉　（　鶴　居　） 1
優  秀  賞 志　賀　　忠　浩　（　音　別　） 2

リザーブグランドチャンピオン（インターミディエイトチャンピオン）
　　　　　　エメラルド ローリン コースト ジエスロ 松田　浩二
リザーブシニアチャンピオン
　　　　　　TMF ダーハム アン センビユー ㈱敬和ファーム

入　賞　牛

カメラ

アングル
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平
成
20
年
度　

釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開
催

　

平
成
20
年
度
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
（
主
催
・
釧
路
農
協
連
）
が
８
月

30
日
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
（
釧
路

市
大
楽
毛
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
体
審
査
は
１
部
（
10
〜
12
ヶ
月
）

か
ら
14
部
（
６
歳
以
上
）
と
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ド
の
部
、
牧
場
牛
群
の
部
の
計

16
部
門
に
計
116
頭
の
出
品
牛
に
よ
り
資

質
を
競
い
、
ま
た
牛
群
審
査
優
秀
農
家

表
彰
式
も
併
せ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
リ
ザ
ー
ブ
・
グ
ラ
ン

ド
及
び
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
白
糠
地
区
の
松
田
浩
二
さ

ん
出
品
牛
エ
メ
ラ
ル
ド 

ロ
ー
リ
ン 

コ
ー
ス
ト 

ジ
エ
ス
ロ
が
選
ば
れ
、
更

に
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

音
別
地
区
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛

Ｔ
Ｍ
Ｆ 
ダ
ー
ハ
ム 

ア
ン 

セ
ン
ビ
ユ
ー

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
日
頃
か
ら
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
58
頭
の
出
品
牛
に
よ

り
、
優
秀
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
常
日
頃
か
ら
の
乳
牛

改
良
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
、
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

審査員 瀬能 剛 氏
( 岩見沢市 酪農家）



　2008年北海道ホルスタインナショナルショウが9月27・28
日に北海道ホルスタイン共進会場（安平町早来）にて開催されま
した。
　オフィシャル・ジャッジ（主任審査員）の山田光男氏（別海町
酪農家）及びアソシエート・ジャッジ（アソシエート審査員）の
高橋忠司氏（オールジャパンブリーダーズサービス株式会社）に
より、全道各地区の予選で選び抜かれた乳牛計397頭が審査さ
れました。JAくしろ丹頂からも15農場より計20頭が出品し審
査に臨みました。全道より集まった乳用牛の特質に富む高レベル
の優劣しがたい中にあって、成績結果としては3頭が1等賞にみ
ごと選出されました。なお、グランドチャンピオンには佐呂間町
惣田譲治氏の出品牛ネルスチヤート シーナ ダーハム（14部成
年クラス）が選ばれました。
　以下、当JA出品者の成績は表のとおりです。

２００８北海道ホルスタインナショナルショウ開催
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真剣に牛をリードするリードマン
(手前 白糠 松田浩二氏 )

第 9部 1 等 6席
OPコピアシス ブリツツ マリナ

植田　紘史

第 10部 1 等 6席
エメラルド ローリン コースト ジエスロ

松田　浩二 

第 12部 1 等 4席
TMF ダーハム アン センビユー

㈱敬和ファーム

部 結　果 名　　　　　　号 出品者（地区）

1部
３等５席 リーガル バツカイ ダイアモンド 松田　浩二（白糠）
３等７席 ロツクスター テイムキヤンピー 安藤　　功（幌呂）

2部 ３等16席 ラブハイド マーク ロツキー 照井　　優（白糠）
3部 ３等５席 ウツズスター ゲツケイ フアースト カツト 林　　稔幸（白糠）

4部
２等８席 パインヘイブン ジヨセフイン ギブソン アール 松井　俊治（幌呂）
３等６席 オラホーム アンコール ロイ マナー 安藤　　功（幌呂）

5部
３等10席 サージエント ペパーズ オーク アリス （農）高橋農場（鶴居）
３等11席 ローヤル リツキー ロー （有）菱沼ファーム（鶴居）

6部
３等４席 サージエント グラデール ビツグ ヒツポ （農）高橋農場（鶴居）
３等８席 アワープライド ダンデイー ワイズ 植田　紘史（幌呂）

7部 ３等４席 ネリシー デニセス デル バレツト 清水　忠志（鶴居）
8部 ３等15席 フユーチヤーツリー ダーハム セプテンバー 対木　隆司（白糠）

9部
１等６席 OP コピアシス ブリツツ マリナ 植田　紘史（幌呂）
２等５席 レデイ イグナイ ダンデイ （農）清和農場（鶴居）

10部 １等６席 エメラルド ローリン コースト ジエスロ 松田　浩二（白糠）

11部
２等３席 アワープライド ジエスロ ラリー 植田　紘史（幌呂）
２等４席 ミステイー ストーマテイツク ライル 佐藤　一哉（音別）
３等１席 クレセントシード DH エレクトラ ET 芳沢　顕一（白糠）

12部 １等４席 TMF ダーハム アン センビユー （株）敬和ファーム（音別）
13部 ３等10席 マキシム レイブ ミツクス 伊深　洋平（白糠）
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丹頂総乱祭 (前夜祭 )での牧草ロール神輿

　

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催

　

９
月
23
日
、
鶴
居
村
の
茂
雪
裡
川
河

畔
特
設
会
場
（
つ
る
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
隣
接
地
）
に
お
い
て
、
鶴
居
村
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
毎
年
９
月
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、秋
空
の
好
天
の
も
と
会
場
で
は
、

味
覚
を
楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
や
地
場
産
品

の
提
供
、
牧
草
ロ
ー
ル
転
が
し
や
牛
乳

の
早
飲
み
大
会
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
農
畜
産
物
販
売
店
コ
ー
ナ
ー
に

お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部

鶴
居
支
部
か
ら
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の

販
売
及
び
農
作
業
を
少
し
で
も
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
普
段
乗
る
こ
と
の

出
来
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
を
実
施

し
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部
鶴
居
支

部
か
ら
は
千
人
鍋
を
、
ま
た
同
女
性
部

幌
呂
支
部
か
ら
は
馬
鈴
薯
の
塩
煮
な
ど

が
多
く
の
来
場
者
に
格
安
で
振
る
ま
わ

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
開
催

　

９
月
13
・
14
日
の
両
日
、
白
糠
町
カ

ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
白
糠
南
通
り
商

店
街
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
白
糠
町
で
毎
年
９

月
に
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
（
通
称
・
カ

ミ
パ
ラ
）
で
、
様
々
な
催
し
や
地
場
産

品
の
提
供
な
ど
に
屋
台
約
45
店
が
出
店

し
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部
音
白
支

部
か
ら
は
、
よ
つ
葉
特
選
根
釧
牛
乳
の

無
料
試
飲
に
よ
り
、
多
く
の
消
費
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
牛
肉
ス
テ
ー
キ
の
販

売
、
ま
た
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部
白

糠
支
部
か
ら
は
、
自
家
産
野
菜
な
ど
の

販
売
が
行
わ
れ
、
会
場
に
来
ら
れ
た
多

く
の
来
場
者
に
振
る
ま
わ
れ
、
大
変
盛

況
で
し
た
。

青年部鶴居支部によるとうもろこしの販売 女性部幌呂支部による馬鈴薯塩煮コーナー

青年部音白支部による牛乳の無料試飲

女性部白糠支部による野菜の販売根釧牛乳はおいしいと大変好評でした。



平成20年度鶴居村交通安全村民大会開催

女性部鶴居支部・幌呂支部野菜展示即売会開催

4

　

９
月
９
日
に
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る

い
店
前
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ

丹
頂
女
性
部
鶴
居
支
部
主
催
に
よ

る
又
、
10
月
４
日
に
は
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
に
お
い
て
、

同
女
性
部
幌
呂
支
部
主
催
に
よ
る

自
家
産
野
菜
展
示
即
売
会
が
そ
れ

ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
即
売
会
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
女
性
部
員
が
自
分
の
畑
で
手

塩
に
か
け
て
作
っ
た
野
菜
を
格
安

で
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
、
に
ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
長

ネ
ギ
、
ト
マ
ト
な
ど
様
々
な
種
類

の
い
ろ
ど
り
豊
か
な
野
菜
が
店
頭

に
並
び
ま
し
た
。

　

両
会
場
と
も
当
日
は
、
村
民
の

方
々
や
通
り
す
が
り
の
方
々
が
、

新
鮮
な
野
菜
を
購
入
し
よ
う
と
多

く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
鶴
居
村
交
通
安

全
村
民
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
各
関
係
団
体
や
個
人
の
参

加
に
よ
り
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
当
日
会
場
に
は
74
名
の

参
加
者
の
も
と
、
釧
路
警
察
署
に

よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
、
交
通
事

故
の
現
状
及
び
釧
路
警
察
署
管
内

の
死
者
・
負
傷
者
の
推
移
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
当
Ｊ
Ａ
管
理
課
、
相
楽
孝
行
係

長
か
ら
村
民
を
代
表
し
て
交
通
安

全
宣
言
を
行
な
い
、
交
通
事
故
の

追
放
、
撲
滅
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
宣
言
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

交　
通　
安　
全　
宣　
言

・ 

子
供
や
お
年
寄
り
、
か
ら
だ

の
不
自
由
な
人
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

・ 

常
に
安
全
運
転
に
努
め
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理

な
追
い
越
し
は
し
ま
せ
ん
。

・ 

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
、
必

ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
の

上
、
昼
間
点
灯
を
し
ま
す
。

・ 

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運

転
を
し
ま
せ
ん
。
運
転
す
る

人
に
は
飲
ま
せ
ま
せ
ん
。

・ 

家
庭
、
地
域
、
職
場
を
あ
げ

て
交
通
事
故
の
撲
滅
に
努
め

ま
す
。

新鮮な野菜の数々

幌呂地区での野菜販売風景鶴居地区での野菜販売風景

交通安全宣言をする管理課・相楽孝行係長
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普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

　

カ
ビ
が
作
り
出
す
カ
ビ
毒
は
、
牛
に

様
々
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
カ
ビ
毒
は

眼
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
に
カ
ビ
が
発
生
し

て
い
る
場
合
、
カ
ビ
毒
の
存
在
を
疑
っ

て
、
飼
養
管
理
に
注
意
を
は
ら
い
ま

し
ょ
う
。

カ
ビ
毒
と
は

● 

人
畜
共
通
の
有
毒
物
質
で
、
三
○
○

種
類
以
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

カ
ビ
毒
は
紫
外
線
・
熱
・
消
毒
液
な

ど
で
は
壊
れ
ま
せ
ん
。

● 

複
数
の
カ
ビ
毒
が
存
在
す
る
と
、
よ

り
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す（
図
一
）

カ
ビ
毒
が
疑
わ
れ
る
症
状

　

カ
ビ
毒
を
摂
取
す
る
と
、
乳
量
・
採

食
量
・
繁
殖
成
績
の
低
下
、
下
痢
、
透

明
な
鼻
水
の
他
、
説
明
の
出
来
な
い

乳
房
炎
や
蹄
病
の
発
生
が
も
た
ら
さ
れ

る
、
と
言
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
一
は
、
カ
ビ
て
い
る
サ
イ
レ
ー

ジ
を
給
与
し
た
農
場
で
見
ら
れ
た
事
例

で
す
。

カ
ビ
毒
対
策

一　
カ
ビ
て
い
る
エ
サ
を
給
与
し
な
い

　

カ
ビ
て
い
る
エ
サ
は
牛
に
給
与
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
サ
イ
レ
ー
ジ

に
カ
ビ
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
カ
ビ
て

い
る
箇
所
一
帯
を
大
き
く
取
り
除
き
ま

す
。
サ
イ
ロ
内
で
カ
ビ
の
発
生
し
や
す

い
部
分
を
図
二
に
示
し
ま
す
。

　

乾
乳
・
分
娩
直
後
・
受
胎
前
の
牛
は

抵
抗
力
が
弱
い
の
で
、
カ
ビ
が
発
生
し

て
い
な
い
サ
イ
ロ
中
心
部
の
サ
イ
レ
ー

ジ
を
給
与
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二　
カ
ビ
毒
吸
着
剤

　

カ
ビ
毒
を
牛
の
消
化
管
で
吸
着
し
、

糞
中
に
排
出
す
る
、
カ
ビ
毒
吸
着
剤
が

あ
り
ま
す
。
但
し
高
価
な
も
の
な
の
で

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
使
い
方
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
抵
抗
力
の
弱
い
牛
へ
優
先
的
に
使
う

● 
カ
ビ
が
酷
い
と
き
は
指
定
量
よ
り
多

め
に
給
与
す
る

●
カ
ビ
毒
の
症
状
が
見
ら
れ
な
く
な
る

ま
で
一
定
期
間
吸
着
剤
を
使
用
し
た

後
、
牛
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
吸

着
剤
の
使
用
量
を
徐
々
に
減
ら
す

　

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
信
頼
で
き
る

試
験
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
る
製
品
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

三　
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
給
与

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
い
つ

も
よ
り
多
く
給
与
し
、
カ
ビ
毒
に
よ
り

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
器
官
・
組
織
の
回

復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

四　
カ
ビ
の
増
殖
を
防
ぐ

　

も
し
サ
イ
レ
ー
ジ
に
カ
ビ
が
発
生
し

て
い
る
場
合
は
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
や
ギ

酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
表
面
に
散
布

し
、
こ
れ
以
上
カ
ビ
が
増
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ビ
毒
は
目
に
見
え
な
い
た
め
、
対

策
が
遅
れ
が
ち
と
に
な
り
ま
す
。
是
非

一
度
、
カ
ビ
毒
の
症
状
が
な
い
か
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

内
容
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

5

カ
ビ
毒
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て図１　カビ毒の相乗効果

写真１　物理性改善作業機と作業後の草地

写真１　鼻水を垂れている牛

図２　カビの発生しやすい部分
上： バンカーサイロ下： スタックサイロ



家畜販売市況情報  

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ５００円/kg

４０kg～４４kg ４００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２８０　　　～　　　２００

初　　　　妊 ４８０～４３０ ４３０～４００

経　
　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４００　　　～　　　３５０

４ 産 ～ ５ 産 ３５０　　　～　　　３００

■平成20年度　生乳生産実績（８月）

月計乳量（kg） ８月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,580,479.0 105.0 43,382,822.7 103.8

（ 鶴 居 地 区 ） 2,829,886.8 107.9 14,095,691.7 106.5

（ 幌 呂 地 区 ） 2,301,402.5 104.8 11,727,184.4 104.8

（ 白 糠 地 区 ） 1,968,274.6 100.6 10,072,318.2 99.1

（ 音 別 地 区 ） 1,480,915.1 105.9 7,487,628.4 103.7

管 内 計 45,991,413.1 102.8 230,017,818.2 103.0

（平成 19 年度管内計） 44,728,661.0 223,421,136.1

■平成20年度　生乳生産実績（９月）

月計乳量（kg） ９月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,110,534.5 104.4 51,493,357.2 103.9

（ 鶴 居 地 区 ） 2,666,250.8 107.3 16,761,942.5 106.6

（ 幌 呂 地 区 ） 2,175,679.1 103.9 13,902,863.5 104.7

（ 白 糠 地 区 ） 1,876,777.1 100.4 11,949,095.3 99.3

（ 音 別 地 区 ） 1,391,827.5 105.6 8,879,455.9 104.0

管 内 計 43,431,341.3 101.1 273,449,159.5 102.7

（平成 19 年度管内計） 42,946,310.2 266,367,446.3

20年10月6日現在
20年10月６日現在

黒毛和種 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 408頭 633,150 87,150 321,246 292 1,099

去勢 582頭 633,150 16,800 389,177 308 1,263

（提供／ホクレン帯広支所）

20年10月17日音更市場

6
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くしろ丹頂

平成２０年度釧路ホルスタイン共進会 1

22008 北海道ホルスタインナショナルショウ

3鶴居村ふるさとまつり／白糠町カミングパラダイス

4女性部野菜即売会／鶴居村交通安全村民大会

5普及センターだより

6生乳生産実績／家畜販売市況情報

7理事会報告

JAくしろ丹頂
広報誌

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
23
平
成
20
年
10
月
発
行

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

編　集　後　記
EDITOR

,
S NOTE

デントコーン収穫作業　　鶴居村茂雪裡地区

２００８北海道ホルスタインナショナルショウ

小関　裕司
白糠支所営農販売課販売係
８月31日をもって退職しました。

本間　正芳
白糠支所営農販売課営農係
10月９日をもって退職しました。

大変お世話になりました。

□これから冬に向かうこの時期、季節の変わり目には誰もが体調管理に気を付けますが、日々の急激な温度変
化に対応する配慮は必要不可欠で、それは人にも牛（子牛の寒さ対策など）にも共通する所は大いにあるもの
と思います。
□食の安心安全が問題となっている今日この頃、青年部や女性部での活動で牛乳や野菜などの農産物を大人や
子供を問わず広く提供し、ＰＲしながら身近に接していくなかで、消費者との繋がりや信頼関係を築き上げて
いく事の重要性、信頼を維持していく難しさ、そして地道に消費拡大を継続していく事の大切さについて考え
させられるとともに、JAの持つ役割りを強く感じております。

理　事　会　報　告

８月定例理事会
平成20年８月26日（火）

報告事項 
１．諸会議経過について
２．第１回債権管理特別委員会報告について
３．７月末財務状況について
４．各部門事業の実施処理状況について
５．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について

付議事項 
議案第１号　平成２０年度森林整備事業の実施について
　　・ 鶴居及び幌呂地区に於ける森林整備事業の取組みが

承認されました。
議案第２号　固定資産の取得について
　　・ 本所事務所の暖房設備改修及びトイレ設備改修実施

が承認されました。
議案第３号　 大口信用供与先等に対する融資の承認について

　　・ 原案通り融資することが承認されました。

その他協議事項 
１． 「地域農業振興計画」及び「中期経営計画」策定に
向けたＪＡくしろ丹頂のありたい姿（めざす姿）に
ついて

　　・ ＪＡ北海道中央会、総合コンサルタント課担当と
の常勤役員・参事職によるヒアリングをもとに集
約した「ＪＡくしろ丹頂のありたい姿《目標年
度：平成25年》」とする原案について協議しま
した。

２．役員研修について
　　・ 実施について協議しました。

９月定例理事会
平成20年９月29日（月）

報告事項 
１．諸会議経過について
２．第４回融資協議会報告について
３．定期監査（第２四半期末）報告について
４．内部監査の結果について
５．８月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について
７．組合員意向調査の結果について

付議事項 
議案第１号　平成２０年度下期更正計画の承認について
　　・ 各部門毎の更正計画内容を精査、協議の上、下期事

業取組みが承認されました。
議案第２号　平成２０年度森林整備事業の実施について
　　・ 音別及び白糠地区の森林整備事業の取組みが承認さ

れました。
議案第３号　大口信用供与先等に対する融資の承認につい

て
　　・原案通り融資することが承認されました。

議案第４号　社団法人　北海道農産物協会からの脱退に
ついて

　　・原案通り脱退することが承認されました。
その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会の開催について
　　・ 10月20日㈪・21日㈫・22日㈬・24日㈮の４

日間に亘り、開催することが承諾されました。
２． 平成２１年度からの音別・白糠地区における人工授
精業務体制について

　　・ 人工授精業務体制取組み内容の協議と共に音白地
区人工授精業務移管に係る懇談会開催が承諾され
ました。

３．役員視察研修について
　　・ 役員研修実施の確認と共に取組み内容について協

議しました。


